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仏全1994年5月1日

　
去
る
三
月
二
十
入
日
午
後
一
時
か
ら
、
京
都
グ
ラ

ン
ド
・
ホ
テ
ル
で
本
会
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
伊
藤
理
事
長
の
御
導
師
に
よ
る
三
帰
玉
文
唱
和
に

つ
づ
い
て
、
議
長
に
伊
藤
理
事
長
、
議
事
録
署
名
人

に
伊
藤
盛
熈
、
梨
本
哲
雄
の
両
師
を
選
ん
で
、
議
事

に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
事
務
総
局
人
事
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件
」

　　

@　

　
伊
藤
理
事
長
よ
り
上
程
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

考
古
学
調
査
延
長
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
伊
藤
理
事
長
よ
り
上
程
、
川
井
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

長
及
び
木
内
国
際
文
化
部
長
よ
り
説
明
。
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

　
協
議
事
項
「
最
近
の
政
治
状
況
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」　
野
生
司
社
会
部
長
が
、
最
近
の
政
治
状
況
と
仏
教

界
の
立
場
を
説
明
。
出
席
者
よ
り
、
種
々
の
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
た
。

報
告
事
項

　
①
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
専
門
家
会
議

に
つ
い
て

②
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
③
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
よ
り
、
報
告
さ
れ
た
。

京都グランドホテルで開かれた理事会

　
今
般
、
任
期
満
了
に
伴
い
四
月
よ
り
事
務
総

局
が
新
た
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
全
一
仏
教
運
動
推
進
の
た

め
に
精
進
致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
、
今

後
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご
蛍
池
を
懇
願
申
し
上

げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
財
団
法
人

事
　
務
　
総
　
長

点
　
務
　
部
　
長

上
　
務
　
部
　
長

全
日
本
仏
教
会

白
幡
　
　
憲
佑

　
（
浄
　
　
　
土
　
　
　
宗
）

菅
　
野
　
　
　
秀
　
浩

　
（
真
言
宗
豊
山
派
）

鷲
尾
　
　
　
幸
雄

　
（
真
宗
大
谷
派
）

同
和
推
進
部
長

社
　
会
　
部
　
長

国
際
文
化
部
長

総
務
部
次
長

財
務
部
次
長

同
和
推
進
部
次
長

社
会
部
次
長

国
際
文
化
次
長

主
　
　
　
　
　
事

主
　
　
　
　
　
事
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事
務
総
局
へ
新
仏
壇

　
こ
の
度
、
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
で
は
、
新
し

い
お
仏
壇
（
上
段
の
写
真
）
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
を
記
念
す
る
法
要
が
、
去
る
三
月
二
十
五
日
、

伊
藤
理
事
長
御
導
師
の
も
と
、
厳
か
に
営
ま
れ
た
。

　
こ
の
お
仏
壇
に
は
、
昭
和
二
十
七
年
第
二
回
W
F

B
大
会
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
折
、
セ
イ
ロ
ン
よ
り

寄
進
さ
れ
た
仏
舎
利
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仏

舎
利
は
、
広
島
に
仏
舎
利
塔
を
建
て
て
、
お
祀
り
す

る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
、
本
会
が
お

預
か
り
し
、
今
後
も
奉
安
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
宗
連
総
会
開
催

　
「
同
宗
連
」
　
（
『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教

教
団
連
帯
会
議
）
の
第
十
四
回
総
会
が
、
去
る
四
月

十
九
日
午
後
一
時
か
ら
、
神
社
本
庁
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

　
開
会
式
で
は
来
賓
と
し
て
部
落
解
放
同
盟
副
委
貝

長
の
大
西
正
義
氏
、
三
重
「
同
宗
連
」
議
長
の
鷲
山

諦
住
氏
、
会
場
提
供
教
団
で
あ
る
神
社
本
庁
教
化
部

長
の
山
口
建
議
氏
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
議
事
に
入
り
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
、
新
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
、
各
連
絡
会
の
協
議
が
行
わ
れ
た
の

ち
、
龍
谷
大
学
教
授
（
国
際
法
）
金
束
勲
先
生
が
国

際
化
の
潮
流
と
人
権
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

　
五
時
、
閉
会
式
の
後
、
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

佐
々
木
孝
一

山羽安永川岡篁
田賀芸井井川

俊文昌祥匡秀昭
和圭憲文俊映観

（
曹
洞
宗
）

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

（
真
言
宗
大
谷
派
）

（
浄
土
宗
）

（
日
蓮
宗
）

（
高
野
山
真
言
宗
）

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

（
天
台
宗
）

鎌井岩藤本山加白中
原桁田　間田藤井村

義
英
（
真
言
宗
智
山
派
）

正
雄
（
真
言
宗
豊
山
派
）

隆
宣
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

勝
義
（
千
葉
県
仏
教
会
）

孝
康
（
神
奈
川
活
仏
教
会
）

政
昭
（
岐
阜
県
仏
教
会
）

文
有
（
愛
知
県
仏
教
会
）

雄
弘
（
大
阪
府
仏
教
会
）

泰
彦
（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

中馬志松徳柴藤寺中松
　場井山富田木澤山本

健
雄
（
曹
洞
宗
）

知
見
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

當
三
（
真
宗
大
谷
派
）

雅
雄
（
浄
土
宗
）

和
延
（
日
蓮
宗
）

義
明
（
高
野
山
真
言
宗
）

英
照
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

圓
定
（
天
台
宗
）

修
任
（
真
言
宗
智
山
派
）

正
宣
（
真
言
宗
豊
山
派
）
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●
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i
i
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”
審
を
行
お
っ
と
す
る
者
は
厚
生
省
令
で
定
め
る
と
》
」

鱒
う
に
よ
り
、
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。

　
以
下
同
じ
）
の
許
可
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
三
L

　
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

榊◇6
る
6
「
念
一
▲
▼
▲
7
●
1
》
▲
▼
ら
一
●
1
9
6
五
辱
▲
▼
6
7
▲
▼
も
▼
▲
▼
◎
6
6
7
▲
▼
t
▲
▼
奪
－
壷
▼
◆
ら
6
も

　
　
　
回
答
・
雲
鳥
顧
問
弁
護
士
　
　
　
　
…

　　

@　

@　

@　

@　

ｷ
谷
川
正
浩
…

　
【
質
問
】
拙
寺
で
は
お
墓
の
無
い
方
の
た
め
に
、
境

φ
内
の
納
骨
堂
で
、
遺
骨
を
一
時
預
か
り
し
て
き
ま
し

　
た
。
こ
の
度
、
老
朽
化
し
た
納
骨
堂
を
改
築
す
る
た

　
め
、
長
年
預
か
っ
た
ま
ま
、
連
絡
先
も
不
明
に
な
つ

…
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
方
の
遺
骨
を
、
ま
と
め
て
合
葬

τ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．
そ
の
た
め
に
は
ど
ん

　
な
手
続
き
が
必
要
か
、
ご
教
示
下
さ
い
。
な
お
、
遺

一
骨
を
預
け
た
方
と
は
、
契
約
書
等
は
一
切
交
わ
し
て

　
お
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
（
東
京
・
X
寺
住
職
）

～
（
回
答
）
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
墓

、
埋
法
と
い
う
）
第
五
条
は
、
　
「
埋
葬
、
火
葬
又
は
改

　
お
尋
ね
の
納
骨
堂
で
預
か
っ
て
お
ら
れ
る
遺
骨
を

ま
と
め
て
合
葬
す
る
こ
と
が
、
右
の
改
葬
に
当
た
る

か
ど
う
か
で
す
。

　
墓
誌
法
身
二
条
は
「
改
葬
」
と
は
「
埋
葬
し
た
死

体
を
他
の
墳
墓
に
移
し
、
又
は
埋
蔵
し
、
若
し
く
は

収
蔵
し
た
焼
骨
を
、
他
の
墳
墓
又
は
納
骨
堂
に
移
す

こ
と
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
収
蔵
し
た
焼

印
を
他
の
墳
墓
又
は
納
骨
堂
に
移
す
こ
と
も
「
改

葬
」
に
含
ま
れ
ま
す
か
ら
、
市
町
村
長
の
許
可
を
う

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
規
則
（
以
下

施
行
規
則
と
い
う
）
第
二
条
は
、
右
の
許
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

に
、
納
骨
の
事
実
を
証
す
る
納
骨
堂
の
管
理
者
の
証

明
書
を
添
え
て
市
町
村
長
に
提
出
せ
よ
と
し
て
い
ま
す
ゆ

①
死
亡
者
の
本
籍
、
氏
名
、
性
別
（
死
産
の
場
合
は

父
母
の
本
籍
、
氏
名
）
②
死
亡
年
月
日
（
死
産
の
場

合
は
分
べ
ん
年
月
日
）
③
火
葬
の
場
所
④
火
葬
の
年

月
日
⑤
改
葬
の
理
由
⑥
改
葬
の
場
所
⑦
申
請
者
の
住

所
、
氏
名
及
び
死
亡
者
と
の
続
柄
、
の
六
項
目
で
す
。

　
こ
こ
で
申
請
者
と
は
、
遺
骨
の
所
有
者
又
は
縁
故

者
を
い
い
、
証
明
す
る
管
理
者
は
貴
師
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
連
絡
先
が
不
明
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
方
の
遺
骨
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
い
わ
ゆ

る
無
縁
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
き
ら
や
ら
う
ら
な
さ
ら
う
ら
と
も
び

ま
す
。
施
行
規
則
は
無
縁
「
墳
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
」
　
一

顧
骨
の
改
葬
は
特
別
の
申
請
手
続
き
を
定
め
て
お
り
ゅ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ま
す
。
し
か
し
、
無
縁
と
な
っ
た
「
納
骨
堂
に
収
蔵
　

こ
と
は
、
無
縁
だ
か
ら
と
い
っ
て
墳
墓
な
み
の
特
別
～

規
定
（
例
え
ば
二
種
以
上
の
日
刊
紙
に
三
回
以
上
、
　
”

計
六
回
以
上
の
公
告
を
し
た
り
、
市
町
村
長
へ
縁
故
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

者
の
な
い
旨
の
照
会
を
し
、
こ
れ
の
な
い
旨
の
回
答
”

を
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
等
）
に
従
う
必
要
は
な
い
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

わ
け
で
す
。
従
っ
て
こ
の
点
か
ら
の
公
告
代
の
捻
出
”

の
募
や
煩
わ
し
さ
は
な
い
こ
と
に
な
り
美
も
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

と
も
と
無
縁
墳
墓
の
改
葬
に
必
要
な
公
告
は
多
大
な
”

費
用
が
か
か
る
わ
り
に
は
効
果
恋
い
こ
と
が
実
　
一

証
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
に
は
批
判
の
”

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
昭
和
六
〇
年
度
厚
生
科
学
研
究
一

報
告
書
で
竹
内
康
博
氏
が
「
無
縁
墓
地
の
実
態
調
査
　

及
び
そ
の
整
理
方
針
の
策
定
に
関
す
る
研
究
」
を
さ
　

れ
、
新
聞
公
告
等
を
回
避
す
る
方
策
が
提
案
さ
れ
ま
榊

し
吠
離
離
礁
誕
鮮
常
の
…

改
華
続
き
だ
け
で
済
む
わ
け
で
す
萱
事
前
に
　

市
町
村
長
の
役
場
へ
出
頭
し
て
改
葬
許
可
を
も
ら
え
ゆ
心

ば
簡
単
に
改
葬
可
能
で
す
・
用
紙
は
市
町
村
役
場
に
…

用
意
し
て
あ
り
ま
す
・
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
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ぬ
う
も
う
も
ら
も
う
と
も
ら
ら
ら
ら
ら
も
ま
ら
を
う
ら
ゆ
も
ら
ら

”

一
日
本
の
仏
教
全
宗
派

一
　
　
　
　
　
大
法
萱
野
編

　　

ｻ
在
の
日
本
に
は
、
約
百
五
十
の
仏
教
宗
派
が
あ

　
る
と
い
わ
れ
る
。
大
は
、
一
万
五
千
近
い
所
属
寺
院

　
そ
れ
ら
の
宗
派
に
つ
い
て
誰
で
も
わ
か
る
雪

榊
に
、
要
領
よ
く
解
説
し
た
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ク
が
本
書

　
『
日
本
の
仏
教
全
宗
派
（
付
仏
教
界
人
名
録
）
』

　
で
あ
る
・

ψ

も
念
▲
▼
6
▼
▲
▼
三
三
6

仏

▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
△
▼
▲
▼
…
△
▼
6
●
◆
ム
▼
◆
色
7
念
6
も
◇
▲
▼
▲
▼
直
▼
▲
▼
▲
7
6
▼
▲
…
6
▲
▼
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▲
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▼
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▼
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▼
◆
・
◆

　
目
次
を
み
る
と
、
全
宗
派
を
天
台
系
、
真
言
系
、

浄
土
系
、
禅
系
、
日
蓮
系
、
奈
良
仏
教
系
・
そ
の
他

に
分
類
し
、
さ
ら
に
仏
教
界
人
名
録
、
関
係
団
体
名

簿
、
全
宗
派
の
寺
院
・
信
者
数
一
覧
と
つ
づ
き
、
最

後
に
索
引
が
付
い
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
　
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
」
の
項
を
み
る

と
、
最
初
に
住
所
・
電
話
番
号
が
載
っ
て
お
り
、
続

い
て
教
団
の
沿
革
と
教
義
が
平
易
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
次
に
、
　
「
参
加
で
き
る
仏
教
の
会
」
と
し

て
、
本
山
や
各
別
院
の
法
座
や
講
座
な
ど
活
動
状
況

”

　
寺
院
運
営
の
法
律
入
門

　
　
　
　
　
長
谷
川
正
浩
下

柳　

{
会
の
顧
問
弁
護
士
を
務
め
る
、
長
谷
川
正
浩

一
師
の
近
著
。
お
寺
を
運
営
し
て
い
く
上
で
知
っ
て

…
お
き
た
い
法
律
が
、
わ
か
り
易
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

一　

{
書
は
、
宗
教
法
人
と
し
て
の
寺
院
、
宗
教
法

…傲

?
�
P
黒
黒
游
雑

菊
税
務
調
査
と
信
教
の
畠
の
七
章
か
ら
な

　っ

ﾄ
ぢ
一
読
す
な
住
職
と
し
て
、
寺
を

榊
運
営
し
て
い
く
上
で
必
要
な
法
律
が
、
自
然
と
身

ψ

開講、

に
つ
く
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
長
谷
川
師
は
、
序
文
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
ひ
と
昔
ま
で
は
、
お
寺
の
住
職
と
い
え
ば
、
檀

信
徒
の
教
化
育
成
だ
け
に
遙
面
し
て
い
れ
ば
、
多

少
、
世
俗
的
な
知
識
に
乏
し
く
て
も
、
許
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
む
し
ろ
伝
統
的
に
は
、
余
り
俗
世
間
の
こ

と
に
は
関
わ
ら
な
い
の
が
”
名
僧
”
の
条
件
だ
と
さ

え
、
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
、
今
日
の

住
職
に
対
し
て
は
、
檀
信
徒
の
教
化
育
成
に
加
え

て
、
宗
教
法
人
た
る
寺
院
を
き
ち
ん
と
適
確
に
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
7
」
7
邑
▼
▲
▼
；
▲
▼
▲
▼
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
　
「
主
な
古
寺
名
刹
」
　
「
大
つ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

学
・
短
大
」
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
”

　
各
宗
派
の
沿
革
や
教
義
は
、
主
に
そ
れ
ぞ
れ
教
　

団
関
係
者
（
本
願
寺
派
の
場
合
は
広
報
部
長
）
に
柳

よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
内
容
が
き
わ
め
一

て
信
頼
性
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
仏
教
に
関
心
を
持
つ
一
般
の
方
々
に
は
、
も
ち
榊

う
ん
、
寺
院
関
係
者
が
、
ち
ょ
っ
と
他
宗
を
知
り
φ
ゆ

た
い
と
思
っ
た
時
に
も
・
手
軽
に
利
用
出
来
る
・
　

便
利
な
再
で
あ
ゑ
（
定
価
＝
孟
百
円
二

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
－
二
九
一
二
五
　
　
　
　

大
法
輪
閣
刊
（
費
〇
三
⊥
二
四
四
二
一
二
八
一
九
）
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

全
r
◆
ら
◎
奪
◇
一
ら
◆
も
一
6
も
◆
；
璽
6
ら
◆
；
；
も
6
ー
ー
ー
も
一
6
も
◆
噂
…
ら
◆
奄
◆
も
6
ら
◆
亀
◎
6
；
一
も
一
◆
；
；
ら
一
◆
一
；
等
等
；
一
奪
◆
う
～
一
◆
一
も
◆
；
一
；
；
ー
ー
も
◆
；
ら
◆
ー
ー
；
；
一
㌧

し
て
い
く
こ
と
が
、
社
会
的
に
も
強
く
要
請
さ
れ
一

馨
銃
戦
露
鶴
襲
聡
…

か
の
法
律
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
知
識
を
も
つ
　

こ
と
が
、
必
要
と
な
り
ま
す
」
　
　
　
　
　
　
　
紳

　
ぜ
ひ
、
各
寺
に
備
え
て
お
き
た
い
一
冊
で
あ
る
一

が
、
本
書
は
大
学
で
の
講
義
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
榊

復
刊
さ
れ
た
た
め
、
一
般
に
は
市
販
さ
れ
な
い
。
～

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
ど
う
ぞ
。
　
（
定
価
＝
一

千
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
9

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
－
一
九
－
六
　
I
S
ビ
ル
　

長
谷
川
法
律
事
務
所
（
費
〇
三
－
三
三
五
一
一
四
　

五
五
四
）
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仏全1994年5月1日

ル
ン
ビ
ニ
ー
専
門
家
会
議
に
出
席
し
て

駒
沢
大
学
教
授

りゆの　ドハ　びヂ @　　　　　　　　　　　　　ゆド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

考古学調査が進むマヤ堂の基壇

明

　去る二月二十六日、ネパールのルンビニ一図にある博

物館において、インド、パキスタン、タイ、スリラン

カ、ミャンマー、日本そしてネパールから、約三十人の

研究者を集めて、ルンビニー園マヤ堂修復事業専門家会

議が開催された。この会議に日本を代表して出席した駒

沢大学教授・奈良康明師は、要旨以下のような報告を寄

せられた。

一、

{
会
議
は
、
当
初
は
、
マ
ヤ
堂
を
再
建
す
る
際

の
上
部
構
築
物
の
お
お
よ
そ
の
構
造
と
形
態
を
審
議

し
、
具
体
的
に
事
を
進
め
る
際
の
参
考
に
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

二
、
し
か
し
、
会
議
の
大
部
分
の
時
間
は
、
上
部
構

築
物
の
構
造
、
形
態
を
論
ず
る
以
前
に
、
マ
ヤ
堂
を

発
掘
し
た
結
果
、
そ
の
中
央
部
に
何
が
で
て
き
た

か
、
何
故
中
央
部
を
発
掘
し
な
い
の
か
の
論
議
に
費

や
さ
れ
た
。

　
伝
承
に
よ
る
と
、
①
ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
釈
尊
が
そ

の
下
で
生
ま
れ
た
木
を
保
存
し
た
と
い
い
、
七
世
紀

に
玄
弊
三
蔵
は
こ
の
木
が
枯
れ
て
い
る
の
を
見
た
と

述
べ
て
い
る
。
現
在
の
マ
ヤ
堂
の
中
央
部
に
こ
の
木

の
遺
物
が
で
て
来
る
可
能
性
は
な
い
と
は
言
え
な

い
。
さ
ら
に
、
②
同
王
の
ル
ン
ビ
ニ
石
柱
に
は
”
s

i
l
a
v
i
g
a
d
a
b
h
i
”
と
い
う
言
葉
が
み

え
、
こ
れ
は
学
者
間
に
異
説
あ
る
も
の
の
、
何
ら
か

の
石
板
な
い
し
石
柵
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
因
み
に
、
日
本
の
塚
本
啓
祥
博
士
は
「
石
鎌
を
設

営
」
中
村
元
博
士
は
「
石
棚
を
つ
く
り
」
と
す
る
）

　
し
た
が
っ
て
マ
ヤ
堂
の
中
央
を
掘
り
下
げ
れ
ば
、

釈
尊
誕
生
の
証
拠
と
な
る
石
板
等
の
何
ら
か
の
遺
物

が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
上
記
①
②
は
無
論
あ

く
ま
で
も
可
能
性
の
問
題
で
あ
り
、
何
も
で
て
こ
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
マ
ヤ
堂
再
建
の
た
め

に
考
古
学
的
発
掘
を
す
る
以
上
、
少
な
く
と
も
中
心

部
の
掘
り
下
げ
は
ま
ず
な
さ
る
べ
き
必
須
の
手
続
き

一6一
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で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
何
か
遺
物
が
で
れ
ば
そ
れ
な

り
に
上
部
構
築
物
の
内
部
お
よ
び
外
観
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
何
も
で
て
こ
な
く
て
も
、
出
来

る
だ
け
の
誠
意
を
つ
く
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
世
界

の
仏
教
徒
も
納
得
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
適

宜
に
構
築
物
を
作
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

三
、
上
記
の
掘
り
下
げ
は
、
マ
ヤ
堂
発
掘
が
か
な
り

進
ん
で
い
る
現
在
の
状
況
か
ら
み
て
、
あ
と
一
シ
ー

ズ
ン
あ
れ
ば
実
行
出
来
よ
う
と
い
う
の
が
大
方
の
考

古
学
者
の
見
解
で
あ
っ
た
。

四
、
J
B
F
と
L
D
T
の
関
係
か
ら
、
日
本
・
ネ

パ
ー
ル
両
国
の
考
古
学
者
が
協
力
し
て
発
掘
に
あ
た

っ
て
い
る
が
、
出
席
し
た
考
古
学
者
（
特
に
旧
英
領

の
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
）
の
ネ
パ
ー
ル
考
古
学
者

に
対
す
る
評
価
が
、
日
本
の
考
古
学
者
に
跳
ね
返
っ

懇談される奈良教授

9
’
r

・
・
．
診

て
い
る
形
跡
が
あ
る
。

五
、
日
本
の
考
古
学
者
は
綿
密
な
発
掘
を
行
っ
て
い

る
が
、
種
々
の
理
由
か
ら
そ
れ
が
全
く
発
表
さ
れ
て

い
な
い
。
図
面
を
書
く
熟
練
し
た
人
間
が
足
り
な
い

こ
と
も
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
ネ
パ
ー
ル
側
と
共
同
発

表
と
い
う
制
約
で
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い

は
、
本
報
告
書
も
長
年
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
で
仕

事
を
し
て
き
て
い
る
の
で
判
る
の
だ
が
、
う
っ
か
り

す
る
と
功
を
盗
ま
れ
る
可
能
性
も
な
し
と
は
し
な

い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
必
要
な
図
の
提
示
や
説

明
が
十
分
で
な
か
っ
た
、
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

今
後
の
問
題
と
し
て
、
中
心
に
な
っ
て
発
掘
し
て
い

る
日
本
の
考
古
学
者
の
学
会
で
の
発
表
の
便
宜
を
、

必
要
な
ら
ネ
パ
ー
ル
側
と
も
話
し
合
っ
て
、
は
か
る

べ
き
も
の
と
愚
考
す
る
。

遺構の中にはびこる菩薩樹の根

’

六
、
発
掘
を
よ
り
順
調
に
す
す
め
る
た
め
に
、
日

本
、
ネ
パ
ー
ル
両
グ
ル
ー
プ
を
統
括
す
る
責
任
者
を

お
い
た
ら
ど
う
か
、
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

七
、
マ
ヤ
堂
中
心
部
を
掘
り
下
げ
る
に
は
、
菩
提
樹

を
枯
ら
す
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
L
D
T
の
責
任
に

お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
今
ま
で

実
効
の
あ
る
処
置
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
専
門
家
会

議
に
お
い
て
も
、
菩
提
樹
を
枯
ら
す
処
置
を
急
ぐ
べ

き
こ
と
が
力
説
さ
れ
た
。

八
、
マ
ヤ
堂
の
中
心
部
を
発
掘
し
、
上
記
二
の
意
味

で
何
ら
か
の
結
論
を
出
し
た
上
で
、
J
B
F
お
よ
び

L
D
T
は
協
議
し
、
上
部
構
築
物
の
具
体
的
な
検
討

に
入
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
際
に
は
イ
ン
ド
の

仏
教
建
築
の
歴
史
的
伝
承
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
上
部
構
築
物
の
外
観
、
プ
ラ
ン
等
を
決
定

す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
専
門
家
会
議
を
開
く
べ
き

と
の
声
は
無
く
、
本
報
告
者
は
そ
の
必
要
は
な
い
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。

九
、
本
会
議
終
了
後
、
L
D
T
は
”
R
e
c
o
m
m

e
n
d
a
t
i
o
n
”
を
発
表
、
配
布
し
た
。
J
B

F
も
了
承
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ネ
パ
ー
ル
側
の
国
内

事
情
と
し
て
、
本
会
議
の
成
果
を
公
文
書
の
形
で
発

表
し
た
い
と
の
理
由
に
よ
る
。
”
R
e
c
o
m
m
e

n
d
a
t
i
o
n
”
（
提
案
）
と
あ
る
よ
う
に
、
あ

く
ま
で
も
会
議
の
審
議
と
提
案
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
り
、
　
「
議
決
」
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
念

の
た
め
、
付
言
し
て
お
く
。
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ル
ン
ビ
ニ
1

　
京
都
府
内
の
僧
侶
、
学
者
、
政
治
家
、
経
済
人
な

ど
で
組
織
さ
れ
て
い
る
仏
教
ク
ラ
ブ
（
佐
野
大
義
会

長
）
は
、
去
る
四
月
入
日
午
後
五
時
半
か
ら
、
恒
例

の
灌
仏
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
席
上
、
佐
野
会
長
か

ら
、
全
日
本
仏
教
会
関
西
事
務
局
の
岡
川
秀
映
事
務佐野会長から手渡される

　
　
京
都
の
仏
教
ク
ラ
ブ

総
長
（
真
宗
大
谷
派
特
務
）
に
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復

興
協
力
金
と
し
て
五
十
万
円
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
こ
の
お
金
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
昨
年
、
三
十
周
年
の

記
念
行
事
を
行
っ
た
際
の
余
剰
金
だ
っ
た
が
、
運
営

委
員
会
で
「
も
っ
と
も
タ
イ
ム
リ
ー
で
、
有
意
義
な

伝
達
先
」
と
し
て
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
事
業
が
満
場

一
致
で
選
ば
れ
た
と
い
う
。

　
協
力
金
を
受
け
取
っ
た
岡
川
事
務
総
長
は
、
マ
ヤ

堂
修
復
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
　
「
考

古
学
調
査
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
近
い
将
来
に
は

修
復
の
本
工
事
に
着
手
で
き
そ
う
で
す
。
皆
様
の
尊

い
ご
懇
念
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
た
。

　
出
席
し
た
会
員
の
中
か
ら
は
、
こ
の
歴
史
的
事
業

に
対
し
て
、
個
人
的
に
も
ぜ
ひ
協
力
し
た
い
、
と
い

う
声
が
あ
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

ご染筆中村康隆会長

（浄土門主年下）
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